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昭和49年度卒業式学長告辞
昭和4 9 年度学部卒業生， 専攻科及び大宇院研究科修了
生並びに短期大学部卒業生諸君に， 心からお祝L、をFj:Iし
上げます。
諸君は， t蛍雪の功なI）， 高い教養と， 高度の学問技術
を修得され， いよいよ明日より， 変動苛烈な実社会に出
て活躍さ れるのであ り ますが， その前途洋々 と し て 光輝
あること を 祈 念し て 止みません。
いまや我が国は， 経済社会の急激な変化のため， かつ
てない大きな困難に直面しています。 資源， エネルギー，










が， 環境破壊， 公害， 資源の不足を招し、たことは否定で
きません。
エネルギーの浪費だけでなく， 人間性まで燃焼し続け
てきた 日本が， あらゆる資源の有限性 に直而した 今日，
あらためて 日 本人の世界観 ， 人生観を見直し ， その確立
を急がねばならな い時 がきていると存 じ ます。 諸君の責





経済社会 における困難の増大は， いまこ そ人間性回復
の絶好の機会であると考え， 国民あげて奮起すべきとき
と存じます。
願わくば， 日頃健康 に注意され， 安定した2 1世紀をめ
ざし， 国際的視野 にたっての研究， 努力と精進をされる
ことをお願いし て告辞といた します。
昭和50 年3月2 0日
富山 大学長 林 勝次









事院17 - 0) 2 ・2 6
0災害を受けた職員の福祉施設の一部を改正
する規則（同16 -3 ) 3・ 1
0補償及び福祉施設の実施の一部を改正する





0採用試験の一部を改正する規則（同 8 -18) 3 ・ 4 及び提出部 数を定める等の件の一部を改正
告 示 する件（文 部14) 2 ・14
0大学の設置認可申請書その他の書類の様式






第 1条 富山県に置かれる国立医学教育機関創設準備室に任用する教 員の停年は， 富山大学教 員の停年に
関する規則第1 条． 第 2 条及び附則第3 項の規定にかかわらず， この規則の定めると ころによる。
第2条 前 条に規定する教 員には， 富山大学教 員の停年に関する規則は適用し ない。
附 則
1 この規則は， 昭和50年3月14日から施行する。





富山大学文理学部規則 （昭和26年 9月7 日制定）の一部を次のように改正する。
第 4 条文学科の項中「国文学， 」の次に「中国文 学， 」を加える。
別表{l)文学科の表の哲学専攻課程の項の関連科目欄中「言 語学概論2単位jの次に「比較文 学2単位jを加える。
別表（1）文 学科の表の史学専攻課程の項の専攻科目欄中「O必修科目42単位」を「O必修科目40単位jに，




専 攻 手ヰ 目 関 連 科 目 自由選択科目
0必 修 科 目 34単位 0必 修 科 目 8単位 1 0単位
国 語 学 概 論 2単位 中 国 思 想 史 2単位 卒業論文 1 0単位
国 文 寸会話，ー 史 8 II 中 国 文 学 史 2 fl 
国 語 学特殊講 義 4 II 中 国 文 学講 読 2 II 
国文学特殊講 義 8 II 中 国 語 講 読 2 II 
国 語 学 演 習 I 3 II 0選 択 科 目 1 2単位
国 文 学 演 習 I 3 II 次の科目のうちから1 2単位を 選択する国 国 語 学 講 読 3 II 言 語 学 概 論 2単位
文 国 文 学 講 読 3 II よじ 較 文
p十且． 2 II 
0選 択 科 目 4単位 中国文学特殊講 義 2 II 
三f盟． 次の(A）または（B）のいずれかについ 中 国 語 演 習 2 II て 4単位を選択する。





(A）国語学演習II 2単位 国 史 概 説 4 II 
専 1±1語史または1£]g�十＇t史 2 II 国史特 殊講義 2 II 
国 文 法 2 II 国 史 学 演 習 2 II 攻 (B）国 文 学 演 習 II 2単位 東 洋 史 概 説 2 II 
課 国 文 学 概 論 2 II 西 洋 史 概 説 2 II 
国 文 学 論 史 2 II 哲 学 専 攻 科 目 2 II 
キZ 英文 学 専 攻 科 目 2 JI 
ドイツ文 学専攻科目 2 II 
五十 38単位 計 20単位
lロI.. 計 78単位
別表（1）文 学科の表の国文 学専攻課程の項の次に次の中国文 学専攻課程の項を加える。
専 攻 干i� 目 関 連 科 目
0必 修 科 目 40単位 0必 修 科 目 10単位
中 国 呈ロ五 法 2単位 国 語 学 概 論 2単位
中 国 語 会 話 4 JI 国 語 学 講 読 2 JI 
中 国 語 講 読 4 II 国 文 学 講 読 2 II 
中 中 国 語 演 習 4 II 国 文 A寸主んー 史 4 II 
国 中国語学特殊講 義 4 II 0選 択 科 目 1 0単位




文 中 国 思 想 史 4 II 言 語 学 概 論 2単位
寸品z ．ー 中 国 文 学講 読 4 II よじ 較 文 1寸品＂＇．ー 2 II 
専 中 国 文 学 演 習 4 II 国語・国文 学特殊講義 2 II 
攻 中国文 学特殊講義 6 II 国語・ 国文 学 演 習 2 II 
課 東 洋 史 概 説 2 II 
キ呈 東洋 史 学 演 習 2 II 
東洋 史特殊講 義 2 II 
哲 学 専 攻 科 目 2 II 
英文 学 専 攻科 目 2 II 
ドイツ文 学専攻科目 2 II 
百十 40単位 計 20単位
メ口I.. 計 78単位
別表（1）文 学科の表の英文 学専攻課程の項の関連科目欄を次のように改める。
0選 択 科 目 8単位
次の科目のうちから選択する
言語 学 概 論 2単位
比 較 文 学 2 II 










史 学 専 攻 科 目 4 " 
国文学 専 攻 科 目 4 " 
中国文学専攻科目 4 " 
ドイツ文学専攻科目 4 " 
フ フ ン ス 呈ロ五口 2 " 
計 8単位
別表（1）文学科の表のドイツ文学専攻課程の項の専攻科目澗中「O必修科目38単位Jを 「O必修科目42単
位」 に改め， 「ドイツ語作文4単位」 の次に「ドイツ文法 4単位」 を加え， 「計46単位Jを「計50単位J
に改め， 同項の関連科目欄中「O選択科目14単位」 を 「O選択科目10単位Jに改め，
「イ タ リ ヤ 語 2単位
ギ リ シ ャ 語 2 " を削り，
ラ テ ン 語 2 ＂」
「次の科目のうちから8単位を選択する」 を
「次の科目のうちから4単位を選択する」 に，
「西 洋 史 概 説
西 洋 史 学 史
西洋史特殊講 義 ー
西 洋 哲 学 史J
「中国文学専攻科目
哲 学 専 攻 科 目
史 学 専 攻 科 目
比 較 文 学 2単位J
「計 14単位」を「計 10単位Jに改める。
別表（2）文学専攻科の表の国文学課程の項中
「｜ 漢文学特別講 義 ｜ I 4 I 」 を削り，
「｜ 国文学 演 習 I I I 2 
国 文 学 演 習 II 2 
漢 文 学 演 習 2 
「｜ 国 文 学 演 習 2 
国 語 学 講 読 2 






中 国 語 学 特別 講 義 4 
中 中 国 文 学 特別 講 義 4 
国 中 国 圭ロ五ロ 寸昌之 ．ー i寅 習 2 文 中 国 文 A十＂与 i寅 習 2 学
課 中 国
三口五 寸＜＂＇：＇. 講 エ員全冗 2 
程 中 国 文 学． 講 言売 2 









2 この規則の施行以前において， すでに専門教育課程に移行している者については， なお従前 の例によ
報






富山大学薬学部規則1J（昭和40年 1月22 日制定） の一部を次のように改正する。
別表中
「I® I 0 I 専門基礎薬 学 薬 日0日 作 用 会ナ主ι 2 ｜ 」 の次に
「I® I 0 I専門基礎薬 学 環境衛生分析学 2 I Jを加え，
「｜δ I 0 I 応 用 薬 且寸らー 電 子 工 ナ品主ゐ 2 I 」 を
「 I 0 I 0 I 応 用 薬 悼寸んー 電 子 工 且寸Lー 2 I Jに，
「I 0 Iム 応、 用 薬 a寸Hー． 病 宵15 生 化 ナ品ゐ（臨床試験法を含む）





。 。 応、 用 薬 学 臨 床 化 子品企£． 1 
附 則
この規則は， 昭和50年 4月 1日から施行する。
富山大学大学院工学研究科規則の一部改正
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和50 年3 月 14日
富山大学長 林 勝次
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則
富山大学大学院工学研究科規則（昭和42年5 月19 日制定） の一部を次のように改正する。
別表電気工学専攻の項中
「｜ 応 用 数 学 特 論 I 2 
0電 気 工 学 演 習 I 3 I を
O電 気 工 学 実 験 I 3 I」
「10電 気 工 学 演 習
I O電 気 工 学 実 験
「10課 題 研 究 第 一
「10課 題 研 究 第 一
別表工業化学専攻の項中
「｜ 応 用 数 学 特 論
別表金属工学専攻の項中
「｜ 応 用 数 学 特 論
別表機械工学専攻の項中




















昭和50年 2 月・ 3 月号
応 用 数 学 演 習
機 械工 学 設計製図
「｜ 熱原動機関特論第 一
熱原動機関特論第二
塑 性 力 学 特 諭
別表生産機械工学専攻の項中
「｜ 応 用 数 学 特 論
別表化学工学専攻の項中





「｜ 応 用物理 学 特 論
「｜ 応用数学特論第 一
応用 数学特論第 二











1 この規則は， 昭和50 年 4月 1 日から施行する。









第 2 条第 1 項中「および附属図書館jをに附属図書館および経営短期大学部」に改め，同条第 2 項中
「各部局の長」の次に「（経営短期大学部に あっては主事 ）」 を加える。
第11条を削り， 第1 2条の前に次の 2 条を加える。
（物品の管理事務の委任）
第11条 学長は， 文部省所管物品管理事務取扱規程（昭和32年文部省訓令。以下問11令jという。）第
9 条第 2 項の規定により， 物品管理 官 の事務の一部を別表第3 の1 に定めるとおり分掌させ， または
代理させるものとする。
（物品の出納保管事務の委任）
第11条の2 物品管理 官 等は， 訓令第10 条の規定により， その管理する物品の出納および保管に関する
事務を別表第3 の 2 に定めるとおり委任し，代理きせ， または分掌させるものとする。
第1 2条第1項を次のように改める。
第12条 物品管理 官 等は， 訓令第11条第l項の規定により， その管理する物品の供用に関する事務を講
座または学科目の主任教官 もしくは課， 係の長またはこれらに準ずるものに委任するものとする。
別表第3 を別表第3 の 2 とし， 同 表の1 .物品出納官 および 代理物品出納官 の表中事務局学生部の項の
委任する事務の範囲の欄を「事務局および学生部に 属する物品の出納保官 に関する事務」 に改め， 附属
図書館の項の次に
経 営 短期











分任 物品管理 官 および 代理分任 物品管理 官















管 委任す る 事 務 の 範 囲
文 理 学 部
教 育 学 部
経 済 学 部 各部局に 属する国立学校特別会計 の物品薬 戸寸u．ー 部
工 寸み立忌ー 苦E 事 務 長 音E 局 長 の管理に関する事務（附属図書館以外 の教 養 部
和漢薬 研 究 所 部局にあっては図書を除く。）




異動区分 発令年月日 氏 名
50. 2. 1 井 川 達 朗
採 用 II 畑 田 修 三
50. 2 . 17 樋 口 泰 弘
50. 2 1 佐 藤 清 雄
50. 3 1 田 中 久 雄
昇 任
II 泉 野 佐 一
II 竹 内 茂 弥
50. 2. 1 小 林 武
配置換 II 高 松 正 雄
II 野 口 隆
転 任 50. 3. 1 狐 塚 寛
併 任 50. 3 .31 酒 井 康 彦
50. 2. 1 掛 山 政 規
50. 3 .31 鈴 木 米 三
II 志 波 和 子
II 松 田 伊 治
辞 職 II 蓑 口 義 隆
If 本 江 進






















































昭和50 年2 月・3 月号 学
報 第16 0号
5 0. 3 . 31 I荒 木 架 教育学部附 属中学校教諭｜ ｜富山大学長
II ｜但 回 修 二 文部事務官（附属図書館） II 
｜網 谷 与志男 I I  （経営短期大学部） 富山大学経営II 短期大学部学長
5 0. 3 . 31 I高 林 彰 技術補佐員（経理部主計課） 50 . 3. 30限り 富山大学長
II ｜ 田 盛 一 枝 臨時用務員（教育学部作業員） II II 
退 職｜ II ｜ 中 JI I コ枝子 事務補佐員 （経済学部） I II II 
II ｜笠 島 曜 子 II （工学部） II II 













(1 ) 教官人事 について（文理学部， 薬学部）































(1 ) 教官人事 について（国立医学教育機関創設準備
室）




学 内 諸 報
教育学部長の改選
深井三郎教育学部長の任期が昭和50年3月30 日に満了
るため， 教育学部教授会は2 月26 日次期学部長選挙を実




助教授， 同20 年5月教授，同 24年 6 月富山大学助教授（教
育学部）， 同36年8 月教授 と なり今 日に至っている。
この間， 附属小学校長， 附属幼稚園長， 附属図書館長，
学生部長， 評議員 を 勤められた。
教育史専攻 富山市出身
8 -
昭和5 0年 2 月. 3月号
学
学生部長の再選
学生部長の任期が 5 0年5月8日 で満了することに伴う
次期学生部長候補者の選考は， 3月14 日開催の評議会に
おいて， 補導協議会から推薦の あった 3名の 教官の中か
ら投票によって行われ， 現職の岩糊富治 教授が再選され









次 勝 工 学部Bチーム
第3位 文理・ 教 養チーム
砂バドミントン大会
実施月日 2月8 日 （土）午後0時 3 0分
場 所 体育館


















優 勝 草島 幸雄（庶務部）




A級 優 勝 高辻大四郎（図書館）
次 勝 坪田 卓（工学部）
第 3位 滋野 康雄（図書館）
B級 優 勝 前川 清徳（工学部）
次 勝 高田 正道（ 教養部）
3月 1 日（土）午後l時
職員ホール
A級 優 勝 佐伯 信男（施設課）
次 勝 白野 明（短 大）
第3位 清水 本夫（薬 学部）

























優 勝 吉本 徳行（庶務部）
次 勝 藤野 広春（薬学部）
第3位 山田 知司II（教育学部）
学 位 取 得 者
教育学部 講 師 竹内 茂弥
工 学博士（大阪 市立大学）
昭和 49年 1 2月24 日
カルパミン酸エステル・ ホルムアルデヒ
ド樹脂に関する研究
和漢薬研究所 助 手 佐野 清 教
薬学博士（ 大 阪 大学）
昭和49年9月19 日
ノダケAngelica decursi va Fr. et Sav. 
のクマリン成分decursin , decursi dinの
構造研究




職 員 消 息








見 習 員 樋口 泰弘
教養部






昭和50 年 2 月. 3月号 学
文 部事務官 蓮覚寺外茂雄
経済学部
助 手 泉田 栄一
教養部
助 教 授 奥貫 晴弘
く住居表示変更〉
工学 部
助 手 村井 忠邦





































19日 昭和149 年 度富 山大学大学院fl�：！ゴ学位記授与式
20日 昭和 49 年 度富 山大ザ：卒業式（各学部ごと）
第10回事務協議会
23～25日 昭和50 年 度富 山大学入学者選抜試験
25日 国立医学教育機関創設準備委員会
31日 第14匝評議会
2 月5 日 教授会
人事教授会
真率会総会










































































































































2 13 4 日 第9回教授会
図書委員会
5日 研究科委員会（於 薬学 部）




17 日 研究科委員会（於 薬学部）
18日 和漢薬シンポジゥム打合せ会
25臼 和漢薬シンポジウム打合せ会
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